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事前キャンプを全力サポート
TOKYO2020オリンピック大会、そして、パラリンピック大会が、新型コロナウイルスの世界的感染拡大の影響から、史上初の1年延
期となり、さらに、無観客、予想を超えた “暑さ”の中での開催と、異例ずくめではありましたが無事に閉幕することができました。
また、各国の選手や役員にも大きな負担のかかる中での開催でありましたが、星槎箱根キャンパスにてブータンよりオリンピックではアー
チェリー選手1名、パラリンピックでは陸上競技選手2名、アーチェリー選手1名を迎え、事前キャンプが行われました。当初の予定とは
異なる形となりましたが、ホストタウンである神奈川県、小田原市、箱根町、大磯町と連携して選手団を迎え入れ、オンラインを活用して
地域の方と交流し、応援メッセージを選手たちへ届け、各国との友好を深める意義のあるプログラムを実施することができました。選手団
からのコメントを一部抜粋してお届けします。

オリンピック・ブータン代表
カルマ選手（アーチェリー）

オリンピック事前トレーニングキャ
ンプでは、素晴らしい練習環境を用
意してくださり、そしてビックリする
ことばかりの連続の日々で、言葉で
は表せないくらい感謝の気持ちでい
っぱいです。ありがとうございました。

できることなら、オリンピックで 1
勝し、その時に「星槎、ありがとう」
と叫びたかったのが本音ですが、そ
れができずに残念です。

TOKYO2020 オリン ピ ック へ
の出場は、5 年前のリオとは違って、
実力で勝ち取って来た想い入れの強
い大会です。いろいろなことがありましたけど、大変満足がいくものになりました。
サリーコーチとこうやってマンツーマンでやってきて、そして東京の舞台に立つ
ことができました。大変嬉しかったです。

今回の自分のパフォーマンスに満足しています。事前キャンプは予想以上の毎
日で、とても充実していました。夢だった着物（浴衣）を着ることができました。
それ以外でも色々な経験ができ、毎日笑顔でいることができました。ありがとう
ございました。温泉も最高でした。また来たいです♪

次の新たな目標は、やはりパリオリンピック出場を目指します。そのための努
力をこれからしていきます。実力でスポットをまた勝ち取ります。そしてまた日
本に来たいと思っています。皆さんとまた会える日を楽しみにしています。あり
がとうございました。

パラリンピック・ブータン代表
チミ・デマ選手

（F40 陸上砲丸投げ）
TOKYO2020 パラリンピック競

技大会ブータン代表のチミ・デマで
す。私は TOKYO2020 パラリンピ
ック競技大会で、ブータンを代表す
る最初で唯一の女性パラアスリートと
なりました。

日本に来ることができ、また星槎
箱根キャンパスにも来ることができ
てとても幸せでした。ありがとうござ
いました。沢山の方が歓迎してくださ
り、特に星槎グループの皆さんが良
くしてくださり、言葉では語り尽くし
ようがありません。大きな誕生日ケ
ーキもありがとうございました。人生で初めてあのような大きいケーキを食べま
した。

私は、TOKYO2020 大会に出場することができて、とても興奮しましたし、
全てに感動しました。自己新記録も嬉しかったですが、星槎箱根キャンパスに着
いた時は、私の心に安堵、幸せ、そして安心感を抱くことができたのは、宮澤会
長や星槎グループの皆さんのおかげです。

私は、パラリンピック競技大会を、ブータンを代表するパラ陸上選手として叶
えることができて、とても幸せです。また、エキサイトしていて、そして誇りに
思っています。パラリンピック競技大会に出場して、何よりも自分の国ブータン
を代表する最初の女性パラリンピアンであることを名誉だと思いました。最初で
あるということから、私は、私自身に誇りを持っていました。

私のコーチはよく星槎グループの話をしてくれます。とても勇気づけてくれて
います。物理的な距離があっても私たちが一つのチームであると話をしてくれ
ます。私が、私の人生に対して否定的に何かを考えていることをコーチは嫌い
ます。今の私がここにいるのもコーチのおかげです。チームメイトのギルツェン
は、私をとても元気づけてくれます。日本に皆さんと一緒に居て、星槎箱根キ
ャンパスで事前キャンプができて、とても幸せでした。また戻って来たいです。
TOKYO2020 パラリンピック大会ではありがとうございました。

パラリンピック・ブータン代表
ペマ・リグゼル選手（アーチェリー）

TOKYO2020 パラリンピック大会では
大変お世話になりました。初めて日本に入
り、箱根に着いたとき、とても興奮しました
し、幸せでした。箱根がまずとても美しか
ったこと、とても綺麗な景色が広がっていて、
全てが印象に残っています。

TOKYO2020 パラリンピック大会に出
場が決まったとき、とても興奮し、そしてと
ても嬉しかったことを今でもハッキリと覚え
ています。ブータンを代表し、パラリンピッ
クに出場することを誇りに思っています。これもひとえに宮澤会長や星槎グループの皆
さんのおかげです。ありがとうございました。

今回の出場を経験をし、誰もがこのチャンスを得られるのではないと改めて実感しま
した。だからこそ、私は最高に幸せだと感じています。私は、ブータンを代表し、そし
て、人生で最高の瞬間を迎えることができました。勿論、これが終わりではありません。
全てが始まったばかりです。

パラリンピックの選手になって、思い起こせば、沢山の人に逢うことができ、可能性
が広がり、そして諦めかけていたことが叶っています。皆が違う経験をされていて、そ
んな人たちとの出逢いがあり、友達ができ、私は失った自信を取り戻すことができました。

パラリンピックの選手になる前、私は何もしていませんでした。ただ家に居て引きこ
もり、何もしていませんでした。そんなある日のことでした。ブータンアーチェリー連
盟の友人ダワがパラ選手としてチャレンジしてみたら？ と提案してくれました。ダワが

「あなたならできる！」と言ってくれて、やる気になり、チャレンジすることにしました。
私と同じような病気で手術をして歩けなくなったりしている人がいるのなら「人生は

そこで終わりではない。いくらでも可能性はある。とにかく諦めない。夢を持ち続ける
こと。そうすれば叶う」。私も今の人生以上のことを成し遂げるために、これからもっ
と努力していくことを約束します。

星槎の皆さん、日本で、箱根で本当に仲良くなり、友達になり、家族のようになりま
した。お互い助け合いました。チーム・ブータンを代表して、私たちは、大変感謝し
ています。ありがとうございました。また逢いましょう！

パラリンピック・ブータン代表
ギルツェン選手（F40 陸上砲丸投げ）

ギルツェンです。私は TOKYO2020 大
会パラリンピック競技大会にブータン代表と
して陸上競技砲丸投げに出場した陸上選手で
す。競技経験が 2 年あります。現在 28 才です。
独身です。TOKYO2020 大会では、星槎
箱根キャンパスに来られて、事前キャンプを
星槎とできてとても幸せでした。星槎の皆さ
んや神奈川県の市町の方々のホスピタリティ
に包まれ、とても幸せに感じることができま
した。ありがとうございました。

今回これがパラリンピック競技大会への初
出場で初代表となりました。とても幸せなことだと思っていて、千載一遇のチャンスだ
とも思いました。パラリンピックのおかげで、私の人生が大きく変わりました。外国に
行くことも初めてでした。パラリンピックのことも知りませんでしたし、スポーツをする
こともありませんでしたが、私はパラリンピックを通じて、新しいことを沢山学ぶこと
ができました。スポーツもパラリンピックに関しても、より多くの知識を得ることがで
きました。

試合後の今、更なる先を目指し、そして自分の経験を人々に伝え、国の中で私のよ
うな人たちの手本になりたいと思い行動しています。来年神戸で行われるアジア選手
権に出場したいです。そして、次の 2024 年のパリパラリンピックにも挑戦したいと考
えています。

今後私は、自分と同じような人を見かけたら、私たちは一人ぼっちではない。チャン
スをつかみ、人生を前進させよう、と伝えていきます。パラリンピックで、私と同じよ
うな特性の選手達を見ていると、自分の目標を達成するためにもっともっと頑張ろうと
いう気持ちになります。この活動に参加できたことをより幸運に感じます。ありがとう
ございました。
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共
創
に
い
た
る
経
緯

星
槎
で
は
、「
１
０
０
人
１
０
０
通
り
の
才
能
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
で
き
る
場
面

が
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
生
徒
た
ち
が
輝
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
場
面
を
創
造
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
可
能
性
を
伸
ば
し
て
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
障
害
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
横
浜
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
オ
フ
ィ
ス
（
※
１
）
の
設
置
や
、
職
域
の
拡
大
、
定
着
支

援
、
環
境
整
備
に
も
よ
り
一
層
の
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
生
ま
れ
た　
「
雇

用
率
で
は
計
れ
な
い
職
員
の
働
く
喜
び
、
幸
せ
を
ど
う
実
現
す
る
の
か
」
等
の
命
題
に
対

し
て
、
星
槎
大
学
で
は
、
横
浜
市
の
「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」
制
度
を
活
用
し
、
共
に
新
し
い

障
害
者
雇
用
創
造
に
向
け
て
、　
①
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
研
究　
②
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
共
同
開
催　
③
職
域
の
拡
大
、
定
着
の
た
め
の
提
案
・
助
言
提
案
す
る
に

至
り
ま
し
た
。　

今
後
の
展
開

～
全
国
に
広
げ
た
い
雇
用
の
Ｄ
＆
Ｉ

（
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）

日
本
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
横
浜
市
に
お
け
る
実
践
（
仮
称
ヨ
コ
ハ

マ
モ
デ
ル
）
を
基
盤
と
し
て
、
全
国
の
自
治
体
や
企
業
の
障
害
者
雇
用
促
進
に
つ
な
が
る

提
言
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
取
組
み
に
よ
り
、SD

G
s

の
観
点
か
ら
も
、
障
害
者

ひ
い
て
は
す
べ
て
の
人
が
差
別
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
多
様
性
を
活
か
し
て
生
き
生
き

と
働
く
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
＝
Ｄ
＆
Ｉ

（
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
星
槎
大
学
　
三
森
睦
子
）

星槎大学─横浜市と「障害者の雇用促進、定着支援」
に関する連携協定を締結

社
会
の
激
し
い
変
化
の
中
で
個
々
の
価

値
観
も
多
様
化
す
る
現
代
、「
仕
事
」
と

「
学
び
」
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、「
仕
事
」

を
し
な
が
ら
変
化
に
対
応
し
う
る
幅
広
い

教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
「
学
び
続
け

る
」
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
も
極
め
て
重

要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
星
槎
大
学
で
は

そ
れ
を
実
現
す
る
新
し
い
学
び
の
環
境
と

し
て
、「
か
い
し
ゃ
だ
い
が
く
」
と
い
う

働
き
な
が
ら
学
び
す
す
め
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
「
か
い
し
ゃ
だ
い
が
く
」
の
最

初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
創
業
１
５
６
年

の
老
舗
か
ま
ぼ
こ
店
「
㈱
鈴
廣
蒲
鉾
（
す

ず
ひ
ろ
か
ま
ぼ
こ
）
本
店
（
神
奈
川
県
小

田
原
市
、
以
下
鈴
廣
）」
と
共
同
で
「
鈴

廣
星
槎
大
学
」
を
４
月
に
開
校
し
、
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

働
く
社
員
が
会
社
の
最
も
大
切
な
財
産

で
あ
る
と
考
え
る
鈴
廣
と
、
星
槎
大
学
の

「
か
い
し
ゃ
だ
い
が
く
」
の
考
え
方
が
合

致
し
、「
鈴
廣
星
槎
大
学
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
鈴
廣
星
槎
大
学
で
は
、
鈴
廣
で
の

通
常
業
務
や
研
修
も
共
生
と
い
う
視
点
で

学
び
に
変
え
、
大
学
の
単
位
と
な
り
ま
す
。

仕
事
そ
の
も
の
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
可
能

と
し
た
た
め
、
学
び
の
効
果
も
仕
事
へ
の

意
欲
も
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
第
一
期
生
と
し
て
鈴
廣
の
新
入

社
員
か
ら
入
社
10
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
社

員
の
計
12
名
が
鈴
廣
星
槎
大
学
に
入
学

し
、「
プ
レ
ゼ
ミ
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
や
大
学
で
の
学
び
方
を
学
ぶ
科
目

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
あ
っ
、
実
は
学
び
は
楽
し
い
ん
だ
」

と
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

星
槎
で
は
、「
大
切
な
の
は
ど
こ
で
学

ぶ
か
よ
り
も
何
を
学
ぶ
か
で
あ
る
」、「
学

歴
は
学
校
歴
で
は
な
く
学
習
歴
で
あ
る
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
進

学
を
諦
め
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
「
か
い
し
ゃ
だ
い
が
く
」
の
取

り
組
み
を
広
げ
て
、
教
育
格
差
や
教
育
の

負
の
連
鎖
に
対
し
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

仕
事
の
中
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
働
く

こ
と
と
学
ぶ
こ
と
は
両
立
で
き
、
そ
し
て

生
き
る
こ
と
に
さ
ら
な
る
深
み
を
与
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
星
槎
大
学
で

は
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
、
こ
れ
か
ら
も

日
本
の
社
会
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

（
星
槎
大
学
　
中
根
直
也
）

「かいしゃだいがく」設立

令
和
３
年
３
月
星
槎
大
学
は
横
浜
市
と
「
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
定
着
支

援
」
に
向
け
て
連
携
協
定
結
び
ま
し
た
。
星
槎
グ
ル
ー
プ
の
教
育
に
お
け

る
実
績
・
知
見
を
活
用
し
、
横
浜
市
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
、
活
躍
や

定
着
に
向
け
て
「
共
創
」
し
、
共
生
社
会
の
新
し
い
価
値
の
創
出
に
向
か

う
も
の
で
す
。

（
※
１
）　

横
浜
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
オ
フ
ィ
ス　

総
務
局
人
事
課
で
雇
用
を
し
て
い
る
障

害
の
あ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、庁
内

の
各
部
署
か
ら
集
約
し
た
内
部
事
務
や
、　

庁
内
文
書
の
運
搬
、共
通
の
消
耗
品
の
補

充
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

働
く
こ
と
を
学
び
化
し
て
唯
一
無
二
の
大
卒
資
格
〜
企
業
と
星
槎
大
学
の
連
携

鈴廣星槎大学入学式
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「学校法人星槎こども園KIDS planet」

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
幼
稚
園
、
青
葉
台
幼
稚
園
は
そ
れ
ぞ
れ

７
年
前
、
５
年
前
か
ら
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
新
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
幼
児
教
育
保
育
施
設
と
し
て
順
調
に
進
ん
で
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
幼
児
教
育
・
保
育
に
特
化
し
た
小

回
り
の
利
く
法
人
の
下
で
、
よ
り
社
会
情
勢
の
変
化
に
素

早
く
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
学

校
法
人　
星
槎
こ
ど
も
園KID

S planet

（
キ
ッ
ズ
・
プ

ラ
ネ
ッ
ト
）
に
両
園
を
包
括
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今

ま
で
同
様
星
槎
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

今
後
の
よ
り
よ
い
展
望
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

星
槎
こ
ど
も
園KID

S planet

で
は
、
こ
ど
も
た
ち
の

素
晴
ら
し
さ
を
開
花
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
新
法
人
名
の
由
来
で
あ
るKID

S

の
K
は

Kindness

（
優
し
さ
）、
Ｉ
はInquisitive

（
好
奇
心
旺

盛
【
知
り
た
が
る
・
興
味
を
持
つ
】）、
Ｄ
はD
elightful

（
楽
し
く
・
愉
快
な
こ
ど
も
た
ち
）、
Ｓ
はStar

（
星
の

よ
う
な
輝
き
を
持
つ
【
星
槎
・
せ
い
さ
】）、planet

（
惑

星
）
は
こ
ど
も
園
が
基
地
と
な
り
、
一人
ひ
と
り
楽
し
く

関
わ
り
合
い
、
繋
が
り
合
い
な
が
ら
、
個
性
豊
か
に
成
長

し
、
人
間
味
溢
れ
、
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
星
槎
こ
ど
も
園KID

S planet

で
す
。

こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
特
徴
を
少
し
お
伝
え
し
ま

す
。
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
幼
稚
園
は
五
本
の
柱
を
教
育
目
標
に

掲
げ
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
行
進
で
丈
夫
な

身
体
を
作
る
。
こ
ど
も
の
持
つ
素
直
な
心
を
大
切
に
す
る
。

探
求
心
・
想
像
力
を
広
げ
な
が
ら
考
え
る
力
を
養
う
。
基

本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
安

定
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
で
情
緒
の
安
定
を
図

り
な
が
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。
更
に
、
平
成
30
年
度

に
改
訂
さ
れ
た
幼
稚
園
教
育
要
領
の
“
幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
み
た
い
10
の
姿
”
を
楽
し
い
遊
び
と
絡
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
日
々
保
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
、
近
隣
の
小
中
学
校
、
高

齢
者
施
設
の
方
々
と
の
繋
が
り
、
卒
園
児
の
お
母
様
方
と

2021年4月1日、学校法人国際学園の35年の歴史を礎にピーターパン幼稚園、
青葉台幼稚園は新法人、学校法人星槎こども園KIDS planetを設立、認可され、
新たに出発致しました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
の
繋
が
り
、
関
わ
り
合
い

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

青
葉
台
幼
稚
園
は
（
５
年
前
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に

な
り
）、
生
後
２
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
こ
ど
も
た
ち

が
元
気
に
伸
び
伸
び
と
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
創
設
以

来
、
遊
び
を
通
し
て
自
然
に
学
ん
で
い
く
保
育
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
リ
レ
ー
ご
っ
こ
か
ら
運
動
会
に
、
劇
ご
っ
こ
か

ら
発
表
会
へ
と
い
う
よ
う
に
、
大
き
な
行
事
も
遊
び
の
延

長
線
上
に
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
学
び
成

長
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
英
語
で
遊
ぼ
う
と
い

う
新
し
い
教
育
充
実
活
動
を
加
え
、
英
語
に
楽
し
く
触
れ
、

こ
ど
も
た
ち
が
今
ま
で
以
上
に
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
幼
稚
園
、
青
葉
台
幼
稚
園
は
、
星
槎
の

理
念
で
あ
る
“
人
を
認
め
る
”“
人
を
排
除
し
な
い
”“
仲

間
を
作
る
”
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
行
き
ま
す
。
そ

し
て
、
優
し
く
、
何
で
も
知
り
た
が
り
、
何
に
で
も
興
味

を
持
つ
楽
し
く
愉
快
な
こ
ど
も
一人
ひ
と
り
が
関
わ
り
繋

が
り
合
い
、
個
性
豊
か
に
成
長
し
合
う
、
そ
の
よ
う
な
、

人
間
味
溢
れ
、
光
り
輝
く
こ
ど
も
た
ち
が
未
来
に
向
か
っ

て
歩
む
時
の
基
地
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
幼
稚
園　

内
藤
美
智
代
）

スタート
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学
校
法
人
国
際
学
園
で
は
、
２
０
２
１
年
４
月

よ
り
、
横
浜
市
緑
区
霧
が
丘
の
星
槎
中
学
校
内
に
、

「
星
槎
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
霧
が
丘
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

同
敷
地
内
に
あ
る
星
槎
中
学
校
に
は
、
例
年

６
０
０
件
ほ
ど
の
問
い
合
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
早
い
方
で
す
と
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
未

就
学
児
の
保
護
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
さ
ら
に
問
い
合
わ
せ
の

低
年
齢
化
は
進
み
、
社
会
に
早
期
支
援
の
重
要
性

が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
私
た
ち

星
槎
で
は
、
す
で
に
全
国
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

設
置
し
、
小
学
校
年
代
の
学
習
環
境
を
整
備
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
こ
横
浜
・
霧
が
丘
に
も
新
た
な

環
境
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
国
語
、
算
数
、
理
科
、
社
会
、

英
語
な
ど
の
基
礎
学
力
の
定
着
は
も
ち
ろ
ん
、
何

よ
り
も
子
ど
も
自
身
が
興
味
を
示
す
内
容
を
優
先

し
て
学
び
ま
す
。
例
え
ば
、「
世
界
巡
り
の
旅
」「
パ

テ
ィ
シ
エ
に
な
る
に
は
」「
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
な
ど
、
児
童
が
興
味
を
も
ち
出
し
た
課
題

を
楽
し
く
追
究
し
て
い
き
ま
す
。

講
師
陣
も
、
子
ど
も
の
心
を
つ
か
む
こ
と
に
長

星
槎
国
際
高
校
北
広
島
は
、
昨
年
４
月
に
北
広

島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
星
槎
道
都
大
学
内
に
開
校

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
令
和
３
年
４
月
１
日
よ

り
、
北
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
大
学
と
と
も
に
あ
る
高
校
」
と
し
て
、
星
槎
道

都
大
学
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
生
や
教
授

と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
他
校
に
は
な
い
魅

力
を
も
っ
た
校
舎
で
す
。
今
回
は
、
今
年
度
北
広

島
学
習
セ
ン
タ
ー
「
一
押
し
」
の
２
つ
の
授
業
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、「
星
槎
道
都
大
学
ゼ
ミ
」
で
は
、『
大
学

を
知
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
共
に
学
ぶ
大
学
生
の
先

輩
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
て
い
る
の
か
、

「
星
槎
道
都
大
学
と
は
ど
ん
な
大
学
？
」「
各
学
部

の
魅
力
や
特
徴
は
？
」
と
い
っ
た
内
容
で
大
学
職

員
の
方
や
教
授
に
よ
る
授
業
を
毎
週
実
施
し
て
い

ま
す
。
各
学
部
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
専
門
の
教

授
に
よ
る
体
験
授
業
を
受
講
す
る
こ
と
で
大
学
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

次
に
、「
デ
ッ
サ
ン
ゼ
ミ
」
で
は
大
学
の
講
義

に
高
校
生
が
参
加
し
、
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
や
美
術

の
専
門
知
識
を
教
授
か
ら
教
わ
る
授
業
を
取
り
入

星
槎
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
霧
が
丘
『
出
発
』

星
槎
道
都
大
学
の
中
に
学
習
セ
ン
タ
ー
を
新
設

け
た
元
小
学
校
の
校
長
、
教
育
委
員
会
の
元
教
育

委
員
・
指
導
主
事
、
特
別
支
援
教
育
士
な
ど
経
験

豊
か
で
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
居
場
所
づ
く
り
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
過
ご
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
活
場

所
（
い
ば
し
ょ
）
づ
く
り
』
を
目
指
し
て
、
子
ど

も
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
星
槎
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
霧
が
丘
教
室
長
　
森
徹
）

れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
造
形
デ
ッ
サ
ン
室
で
自
分

の
作
品
に
没
頭
で
き
る
時
間
は
と
て
も
貴
重
な
体

験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
大
学
内
に
高
校

が
常
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
星
槎
出
身
の
星
槎
道
都

大
学
生
の
み
な
さ
ん
が
日
々
訪
ね
て
き
て
く
れ
ま

す
。
北
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
た
ち
も
、
先

輩
た
ち
か
ら
高
校
生
活
や
大
学
の
話
を
聞
い
て
、

将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

今
後
は
、
２
０
２
３
年
に
開
業
さ
れ
る
“
北
海

道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
”
で
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
北
広

島
市
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
・
大
学
と

共
に
、
こ
の
学
習
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

学
び
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
星
槎
国
際
高
校
北
広
島
セ
ン
タ
ー
長
　
伊
藤
夏
海
）

星槎フリースクール霧が丘の様子

森室長

大学教室を利用した授業

星槎道都大学に開設
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教
室
オ
ン
ラ
イ
ン
試
写
会

ブ
ー
タ
ン 

山
の
教
室

開催

４
月
３
日
よ
り
全
国
の
劇
場
で
順
次
公
開
中
の
ブ
ー
タ
ン
映
画　
『
邦
題
：
ブ
ー
タ
ン　
山
の
教

室
』　
（
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
：
Ａ 

Ｙ
Ａ
Ｋ 

Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）を
、公
開
前
の
３
月

30
日
に
星
槎
グ
ル
ー
プ
に
限
定
し
、教
室
オ
ン
ラ
イ
ン
試
写
会
を
開
催
し
ま
し
た
。映
画
を
観
た
あ

と
、パ
オ・チ
ョニ
ン・ド
ル
ジ
監
督
に
よ
る
ト
ー
ク・イ
ベ
ン
ト
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
（Royal Thim

phu 

College

）
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
拠
点
と
な
る

星
槎
国
際
高
校
・
八
王
子
学
習
セ
ン
タ
ー
・
高
尾
キ

ャ
ン
パ
ス
。
そ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
か
ら
星
槎
国
際
高
校

の
全
国
各
校
舎
、
星
槎
学
園
、
星
槎
大
学
、
星
槎
道

都
大
学
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
生
徒
・
職
員
総
勢

２
０
０
人
以
上
で
ブ
ー
タ
ン
映
画
を
観
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
星
槎
グ
ル
ー
プ
に
留
学
中
の
ブ
ー
タ
ン
人

留
学
生
ペ
ン
ジ
ョ
さ
ん
（
星
槎
大
学
）
と
Ｒ
Ｔ
Ｃ
卒

業
生
の
ジ
ミ
ー
さ
ん（
星
槎
国
際
高
校
八
王
子
職
員
）

は
試
写
会
場
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
て
、
タ
ン
デ
ィ
ン
さ

ん
と
キ
ン
レ
イ
さ
ん
（
星
槎
道
都
大
学
）、
そ
し
て

ペ
マ
さ
ん
（
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
）
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ブ
ー
タ
ン
人
留
学
生
の
男
子
は
民
族
衣
装
の

「
ゴ
」、
女
性
は
「
キ
ラ
」
を
着
て
出
席
し
、
パ
オ
監

督
も
「
ゴ
」
を
着
て
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
登
場
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
試
写
会
冒
頭
、
日
本
人
生
徒
・
職
員

も
全
員
ゾ
ン
カ
語
で
「
ク
ズ
サ
ン
ポ
ー
ラ
」（
日
本

語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」）
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
温
か

い
雰
囲
気
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
写
会
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
感
想
を
聞
き
な
が
ら
、
パ
オ
監
督
は
「
映
画
は
観

客
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
観
て
も
ら
っ
て
は
じ
め
て
完
成
す
る

も
の
。
皆
さ
ん
の
言
葉
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
鼓
舞
し
、

も
っ
と
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
こ
の
映

画
の
主
人
公
ウ
ゲ
ン
の
よ
う
に
ブ
ー
タ
ン
の
若
者
は

光
を
求
め
が
ち
で
す
。
本
作
で
い
う
と
オ
ー
ス
ト
ラ

全
国
よ
り
参
加

メ
イ
ン
会
場
の
様
子

リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
と
い
う
現
代
社
会
に
幸
せ
を
求
め

て
い
ま
す
。
ル
ナ
ナ
は
ブ
ー
タ
ン
語
で
“
暗
闇
の

谷
”
と
い
う
意
味
な
の
で
す
が
、
本
当
に
一
番
遠

く
の
僻
地
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
真
逆

の
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
を
旅
す
る
、
つ
ま
り
暗
闇
の

谷
を
通
る
こ
と
で
自
分
の
文
化
の
大
切
さ
と
、
そ
れ

を
保
存
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
初
め
て
知
る
の
で

す
」。
ま
た
作
品
に
込
め
た
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
パ
オ
監
督
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
画
面
越
し
に
沢
山
の
生
徒
の
顔
が
見
え
ま
す
。
今

回
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
申
し
上
げ
る
と
し
た
ら
、
日
本

或
い
は
ブ
ー
タ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
文
化
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
教

育
、
学
校
の
定
義
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
秘
境
ル
ナ
ナ
村
に
都

会
か
ら
赴
任
し
た
若
き
教
師
と
村
の
人
た
ち
や
子
ど

も
た
ち
の
心
の
交
流
を
描
い
て
い
ま
す
。

（
世
界
こ
ど
も
財
団
　
石
田
博
彰
）

•	 自分たちの環境が恵まれていること、美しい景色で心に響く作
品だった。

•	 貴重な体験をさせていただき、感謝しております。
•	 本日は、心にしみる映画ありがとうございました。
•	 人の幸せについて考えさせられました。
•	 少し抑え目な映像と空気感が感じられる。
•	 ルナナの子どもたちが超かわいかった。
•	 ブータンの文化、教育環境の実態を知ることができ、自分たち
が良い教育環境で育つことができていることが嬉しいことだと
思うことができた。

•	 ブータンでの人々の生活や文化を知ることが出来たので良かっ
たです。

•	 ブ─タンの人々の温かさが伝わってくる映画でした。村の人達
はみんないい人達だなと思いました。

•	 人間だけでなく動物と共に生きる環境を作る大切さを感じた。
•	 沢山のメッセージがつまった素晴らしい映画でした。
•	 ブータンをもっと知ってみたい、実際に行ってみたい、あの空
気を感じてみたいという気持ちが生徒に沸いたことはすばらし
く思います。

•	 授業で地球温暖化などについて勉強することはありますが、実
際に変化を肌で感じたり、目の当たりにすることがないため自
分事としてとらえるのが難しい。

•	 山での洪水の話は衝撃的でした。
•	 今度は映画館で美しい映像と音で空気感を感じてみたいと思い
ます。

•	 日本では7歳から15歳まで義務教育で学校に行くことが当た
り前の国です。だから、教育の有難さは感じにくいです。

•	 学校がない、学校に行っても教えてくれる先生がいないルナナ
のような環境は想像出来ませんでした。

•	 毎日、楽しそうに学ぶルナナの子どもたちは輝いて見えました。
•	 自分も学ぶことを楽しみたいと思いました。
•	 黒板とチョークも、ヤクのフンが材料なのかな？
•	 映画の中で、ルナナの大人も子どもも「先生は未来に触れられ
る職業」と言っていて、それは「勉強して知識が増えると未来
の選択肢が広がる。その生徒の成長（未来）に携われる職業が
先生だ。」と解釈しましたがルナナの人たちの、その言葉に込め
た想いや考えを聞いてみたい。

•	 ヒマラヤの雪解けは「雪の獅子が逃げようとしている」と言っ
ていたのが印象的だった。そのようなルナナに伝わる伝説みた
いなお話を他にも聞いてみたい。

•	 ラストシーンは描かれていなかったが、主人公はルナナに戻っ
たと思う。

•	 バーで歌った歌は聴衆に響かなかったが、「ヤクに捧げる歌」の
ような意味を持つ歌は誰かの心に響くんだと思った。

•	 主人公は「ヤクに捧げる歌」を教えてくれた彼女と結婚しただ
ろう。

•	 最初から最後まで何か懐かしかった。ホッとする映画を久しぶ
りに観ることができました。ありがとうございました。

感想

※原文のまま転記しています。



第
10
回
目
と
な
る
星
槎
全
国
保
護
者
研
修
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年

度
は
突
然
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、

前
回
の
札
幌
開
催（
星
槎
国
際
高
等
学
校
２0
周
年
記
念
基
調
講
演
）以
来
２
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。全
国
各
校
舎
で
の
参
加
と
自
宅
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
型
で
、北
は
北
海
道
旭
川
、南
は
沖
縄
ま
で
、総
勢
３
４
３
名
の
保
護
者
が

参
加
し
ま
し
た
。
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星
槎
全
国
保
護
者
研
修
交
流
会

あ
し
べ
つ
宿
泊
交
流
セ
ン
タ
ー

２
号
館
完
成
に
寄
せ
て

令
和
２
年
度 

第
10
回

日
本
で
唯
一
の
全
国
に
ま
た
が
る

星
槎
の
保
護
者
会
「
星
槎
全
国
親
の

会
」
は
、「
で
き
る
人
が　

で
き
る
時

に　

で
き
る
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
親
同
士
が
繋
が
り
合
い
、
学
び
合

い
、
笑
顔
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
、
そ

し
て
学
校
を
支
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。「
星
槎
全
国
保
護
者
研
修

交
流
会
」
は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
当
時
は

当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
な
が
ら
、
研

修
と
交
流
を
通
し
て
全
国
が
繋
が
り
、

10
回
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
伝
統

あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
よ
り
要
望
の
多

か
っ
た
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
」

「CO
VID
-19

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
復
興
支
援
活
動
の
協
働
以
来
、

星
槎
を
い
つ
も
温
か
く
見
守
り
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
医
療
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
所
理
事

長
で
医
師
の
上
昌
広
先
生
と
、
ナ
ビ
タ

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　
理
事
長
で
医
師
の
久

住
英
二
先
生
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
二
方
と
も
普
段
の
本
業
に
加
え
、

テ
レ
ビ
朝
日
系
列
「
グ
ッ
ド
！
モ
ー
ニ

ン
グ
」
や
、「
中
居
正
広
の
ニ
ュ
ー
ス

な
会
」
を
は
じ
め
、
日
頃
か
ら
数
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
に
出
演
さ
れ
て
お
り
、
た

い
へ
ん
ご
多
忙
な
中
、
貴
重
な
お
話
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
星
槎
グ
ル
ー
プ
と
の
二
人
三
脚
の
活

動・東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
経
験
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
い
た

上
先
生
か
ら
は
「『
誰
か
に
な
る
こ
と
』

の
大
切
さ
」
と
い
う
、
被
災
時
に
生
き

た
星
槎
の
仲
間
作
り
に
つ
い
て
の
力
強

い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「CO
VID
-19

と
学
校
生
活
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
久
住

先
生
か
ら
は
、
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ

く
、
客
観
的
専
門
的
見
地
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
最
新
状
況
と
対
策
、

そ
し
て
今
後
の
見
立
て
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
や
子
ど
も
と

関
わ
る
す
べ
て
の
家
庭
に
と
っ
て
、
心

に
留
め
て
お
く
べ
き
学
び
が
あ
り
ま
し

た
。研

修
後
、
星
槎
全
国
生
徒
会
の
会
長

二
名
よ
り
、
全
国
各
校
舎
が
独
自
に
設

定
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み

や
星
槎
最
大
の
学
び
の
祭
典
、SEISA 

Africa Asia Bridge

（
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｂ
：

サ
ー
ブ
）
の
取
り
組
み
な
ど
、
１
年
間

の
活
動
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
「
親

の
会presetns 

星
槎
の
歌
」
を
視
聴
。

感
動
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

「
会
を
通
じ
て
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ

た
」「
貴
重
な
機
会
で
、
勇
気
を
も
ら

え
た
」
な
ど
の
保
護
者
の
方
々
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
印
象
的
で
し
た
。
星
槎
全
国

親
の
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
「
誰
か
に
な

る
」
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
全
国

の
保
護
者
を
、
子
ど
も
た
ち
を
、
そ
し

て
学
校
を
笑
顔
で
支
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

上
先
生
、
久
住
先
生
は
じ
め
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
全
て
の
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
星
槎
国
際
高
校
沖
縄

�

セ
ン
タ
ー
長
　
下
條
隆
志
）

１
９
９
９
年
の
星
槎
国
際
高
校
の
開

校
以
来
、
私
た
ち
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
芦
別
市
。
た

く
さ
ん
の
生
徒
が
大
自
然
の
も
と
、
身

体
全
体
で
学
び
成
長
の
き
っ
か
け
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
星
の
島
の
農
場
実

習
は
も
と
よ
り
、
冬
の
ス
キ
ー
実
習
で

は
ス
キ
ー
だ
け
で
は
な
く
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ダ
ス
ト
体
験
な
ど
多
く
の
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
芦
別
市
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
場
面

で
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

ま
る
で
芦
別
温
泉
の
よ
う
に
温
か
な
気

持
ち
に
包
ま
れ
る
の
も
、
芦
別
で
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
の
良
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

卒
業
し
た
生
徒
が
大
学
の
長
期
休
み
に

研修交流会へ参加する沖縄の様子

オープニングセレモニーの様子

ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た
時
も
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
芦
別
市
に
、
２
０
２
１

年
５
月
に
新
し
い
宿
泊
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。

星
槎
の
仲
間
が
と
も
に
語
り
合
い
、

と
も
に
体
験
を
し
、
笑
顔
で
学
ぶ
新
た

な
宿
泊
施
設
で
す
。
星
の
降
る
里
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
通
り
、
降
り
注
ぐ
よ

う
な
満
天
の
星
空
が
皆
さ
ん
を
迎
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
芦
別
市
の
シ
ェ
フ

に
よ
る
食
事
は
体
に
染
み
入
り
、
そ
の

日
の
活
躍
を
約
束
し
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。（

星
槎
国
際
高
校
教
頭
　
牧
野
秀
昭
）
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★寄付型自販機を設置しませんか?
飲料メーカーと連携し、「寄付型自動販売機」の設置をしています。
自動販売機の売り上げの一部が当財団への寄付につながります。
事業所などに設置を検討されている方がいらっしゃいましたら、
ぜひご連絡をいただけますよう、お願い申し上げます。

個人会員 	 年会費	 6,000円／一口
法人会員 	 年会費	 120,000円／一口

賛助会員の
ご案内

1 星槎道都大学構内に星槎国際高校 北広島を設置
2 星槎フリースクール霧が丘教室案内
37 SEISA Africa Asia Bridge
4 KIDS Planet 園児たち
5 「山の教室」 オンライン試写会の様子
6 ブータン・パラリンピック選手団

詳細レポートは次号にて掲載いたします。
オンライン放送のアーカイブはHPからご覧ください。
https://seisasaab.com/
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